
（様式7-1）

おおくま花畑拡張事業（環境・防災・交流）

５．創意工夫した点・配慮した点・苦労した点　など

７．その他感想等（ご自由に記入してください）

４．参加対象・参加者数

参加対象： 亘理町民、県内外からの一般来訪者、関係機関（国土交通省、ＪＲ東日本、亘理町）

参加者数： 約１，５００人（クリムソンクローバー・ひまわり観賞者、ひまわり播種祭、ひまわりイベント）

事業名 実施場所

水辺・絆プロジェクト2025

事 業 実 施 報 告 書

場所：阿武隈川河川敷　「おおくま花畑」
１)　花畑維持管理（耕耘、除草作業等）〔４月～１０月/定期作業、必要に応じ実施〕
２）　ひまわり播種祭実施〔①６月１７日9:00～、②６月２９日9:00～〕　①逢隈中１年生、地元住民、国交
省職員、JR東日本職員等が参加し１回目のひまわり播種祭を実施（約１５０人参加）播種祭終了後に会
場を変えて、国土交通省・ＪＲ東日本職員による出前講座を実施。　②地元住民、JR職員、一般参加者
（町内外からの参加者）等で２回目のひまわり播種祭を実施（約１１０人参加）
３）亘理町町制施行70周年記念　「ひまわりの花を楽しむ集いinおおくま」（亘理町×ＪＲ東日本）を実施〔８
月２４日〕。ひまわりの播種に参加した皆さん、一般来場の皆さんで、畑一面満開になったひまわりの花を
楽しみながら、ひまわり迷路宝探し・ひまわりボウリング・ひまわりとじゃんけんポンなどのゲームを通して有
意義な世代間交流が図れた。（受付参加者約２６０人＋他自由参加者多数）　●５月上旬～中旬＝クリ
ムソンクローバー、８月中旬～下旬＝ひまわりの開花時には自由観賞者として町内外からの多数の来場
者で賑わった。（年間来場者約９８０人）（特に各テレビ局などからの取材・放送後は普段より来場者が増
え、年々おおくま花畑の知名度が高くなっている。）
４）　クリムソンクローバーの種蒔きを実施〔１０月１０日〕。まちづくり協議会関係者により２．５ha全面積に播
種。開花は翌年の５月。

宮城県亘理郡亘理町逢隈田沢字上川前

・多くの方々に河川敷の花景観を楽しんでいただくために、事業開催案内チラシやポスターの掲示、
のぼり旗や会場案内看板等による情報の提供を行った。
・まちづくり協議会広報紙に花畑事業の開催予告や開催報告等の記事を掲載し多くの住民に情報の
提供を行った。
・できるだけ長い期間、多くの皆さんにひまわりを楽しんでいただくため、２回に分けて参加者を増やし
てひまわりの種まきを行った。
・常磐線の利用客へのPRとして、JR東日本の協力をいただき、花畑ポスター掲示や花畑通過時の速
度低下と花畑に関する情報の車内放送を実施していただいた。

２．実施体制（結果報告）

〈主たる実施団体〉
■逢隈地区まちづくり協議会（事務局）
生涯教育・健全育成部会（おおくま花畑実行部隊＝花畑の維持管理）
〈協力〉
■亘理町、亘理町観光協会、国土交通省 東北地方整備局仙台河川国道事務所仙台南部流
域治水出張所、ＪＲ東日本、逢隈小・中学校、地域住民

３．実施内容（開催日時・場所 など）

１．目　　的

本事業は、阿武隈川景観整備事業の一環として亘理町逢隈の住民が亘理町と協働で河川敷の有効活
用による自然環境美化と保全、住民の憩いの場所とするため維持管理を行って来たものである。東日本
大震災からの復旧・整備により河川堤防の拡幅と補強がなされ、以前に増して素晴らしい河川景観となっ
ているが、河川敷は未利用地の状態が続くと雑木や雑草で荒地化し万一の洪水被害の拡大に繋がること
が懸念されることから、花畑として手を加えていくことで良好な河川景観の確保と減災効果が期待できる事
業であり、花修景地として地元亘理町のみならず広域圏での人・物等の交流拡大と地域活性化に繋がる
効果が期待できるものである。このようなことから河川敷の有効活用による本事業を通して、花を育て、花
を楽しみながら河川景観の魅力を多くの方々に発信し、併せて隣接する阿武隈大堰等の施設等について
も学ぶ機会を提供し、河川愛護や防災に対する意識の向上と将来においても河川環境美化保全を意識
していただける人の拡充に繋がって行けるイベント事業を実施する予定である。

申請者 逢隈地区まちづくり協議会 関連河川名 阿武隈川水系阿武隈川

※目標に対する達成状況　＊年々知名度が高くなっており、事業への参加確認や家族連れでの観賞確認などの問い合わせ
が増えている。また、ひまわり播種際に参加した子供たちが咲いたひまわりを作品にして「ひまわりの絵コンテスト」を開催でき
た。更には、毎年実施している逢隈地域シンポジュウムにおいて、住みよいまちづくりに関しての意見発表をしていただいている
が、今回の発表者５人のうち３名（中学生）が「おおくま花畑」のことを取り入れており、故郷の大切な場所、花畑でひまわりの
種を蒔いたことを皆に伝えたいとの思いが伺え、このことが未来にも繋がる一助になることを願っている。　事業実施ごとに地域
の方々の参加が増え、交流の輪も拡大している。
※実施効果や今後期待される効果など＊おおくま花畑は、地域住民等の協力を得て実施している事業であり、地域の活性
化につながる重要度の高い事業として今後も継続することで、その実施効果が期待できる。
・おおくま花畑は、河川敷という特別な環境下にある土地の有効活用ではあるが、景観美化を推進することで、河川の水辺を
活用した地域の活性化や自然環境保全への意識の高揚を図る事業として事業の継続効果は大である。＊年間の維持管理
は物価高騰の影響もあり年々厳しくなって来ているのが、多くの皆さまからのご理解とご協力を得ながら今後更に多くの皆さま
におおくま花畑に足を運んでいただけるよう、河川敷の有効活用を進めていきながら関係者や関係機関ともこれまで以上に連
携を深め、「おおくま花畑」の管理運営を行って行きたいと考えている。主要県道等から確認できる場所ではないため、県道か
らのアクセスルートや花畑までの誘導案内に課題が残っている。

６．総評（目標に対する達成状況、実施効果や今後期待される効果、今後に向けての反省点・改善
点など）

今年の事業実施では、６月１７日に３４度超えの季節外れの気温となり、体調管理の面から止む無く
小学生の参加が取止めとなり残念でした。同日に花畑で開催を予定していた国土交通省とＪＲ東日
本職員からの出前講座が外気温の関係から学校校舎に場所を変えて開催し、生徒及び学校関係
者からも好評を得た。今回で２回目となったひまわり満開時の「ひまわりイベント」は暑い日にかかわら
ず町外、県外からも多くの皆さんが来場されイベントに参加していただいた。参加者からは広々とした
所でひまわりの花を見ながら色々楽しめる機会はなかなかないのでまた来ます。楽しかった、もっとPR
した方が良いのでは。JRのPRも良かったし、阿武隈川のことも学べて良かった、いままでこのようなイ
ベントは無かった。休憩所なども用意されてて子ども連れでも参加し易かった。駐車場の案内が必
要。会場までの案内表示をもっと工夫して欲しい。などの意見もあった。貴重なご意見として次回に活
かしたい。

⑯逢隈地区まちづくり協議会



(様式７－２）

おおくま花畑拡張事業（環境・防災・交流）

写真 写真

国土交通省職員から阿武隈川に関することや、
防災に関する話をしていただきました。

５月クリムソンクローバー開花！
見頃は5月上旬～中旬。

１回目と同様、堤防側と川側に分かれて
一斉に種まき開始。

事業名

事業実施報告書（写真）

写真

速度低下列車に手を振るイベント参加者！！

写真 写真

堤防側と川側に分かれて一斉に種まき開始！！

写真 写真

写真

ＪＲ東日本の職員から鉄橋や列車の話を
していただきました。

６月２９日一般参加者(自由参加）による
２回目のひまわり播種祭を実施！！

６月１７日逢隈中学校１年生による
１回目のひまわり播種祭開会式！

写真

８月２４日ひまわりの花を楽しむイベント開催！！
暑さを凌ぐ休憩所も設置しました。

⑯逢隈地区まちづくり協議会


